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正の整数 a, b, cに対して, 一次方程式定理により, gcd(a, b) = 1ならば一次方程式

ax + by = cは必ず整数解が存在する. しかしながら, 正の整数解と限定した場合は解を

もたないことがある. 例えば, 3x+5y = 7は整数解はもつが正の整数解はもたない. 本論

文では, 右辺の定数項がどのような場合に一次方程式が正の整数解をもたないのかを考察

する.

本論文の主結果は次である.

定理 2. a, bを 2以上の整数とし, gcd(a, b) = 1とする.また, cを正の整数とし, a ∤ c, b ∤ c

とする. このとき, 一次方程式 ax+ by = cが正の整数解 (x, y)をもたない最大の cは

c = ab− (a+ b)

である.

この定理は一次方程式定理を用いて証明される.

また, 扱う一次方程式を二元から三元に拡張し, 次の結果を得た.

定理 4. a, b, cを gcd(a, b, c) = 1を満たす正の整数とし, dを正の整数とする. また,

0 ≤ i ≤ a− 1に対して,

by + cz ≡ i (mod a)

の負でない整数解の中で, by + czの値が最小となるものを (y, z) = (yi, zi)とする. さら

に, 集合A,Bを

A := {(yi, zi) | 0 ≤ i ≤ a− 1},

B := {byi + czi | (yi, zi) ∈ A}

と定義し, Bの最大元を byi + cziとする. このとき, 方程式 ax + by + cz = dが負でない

整数解 (x, y, z)をもたない最大の dは

d = −a+ byi + czi

である.

定理 4の dを, 定理 2のように定数 a, b, cで表すことが今後の課題である.
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